
建築家・永山祐子さんに聞く、
これからの住まい方

「すごしかたファースト」というコンセプトの下、住まいの新たな価値を提案し続ける
コスモスイニシア。同社で商品企画担当を務める保川真由佳さんが
建築家・永山祐子さんを訪問。これからの住まい方について聞いた。

自分スタイルの世代へ

保川　永山さんに依頼する施主の方はいかが
でしょうか。感性も変わってきていますか？

永山　住宅はファッションの延長にあるよう
な気がします。日本人の特に若い世代はファッ
ションへの美意識が高いですが、そのおしゃれ
な人たちが次第に家具やインテリアに興味を
持ちはじめ、良い住空間を模索するようになっ
てきています。選び抜いた家具を置くんだった
ら、カッコいい家がいい、と。先日完成した店舗
兼住宅の施主はまさにそのタイプでした。世界
中の名作家具やアート作品を所有していて、食
器にもこだわりがある。でもそれを並べる空
間がないからと全部倉庫にしまっていたんで
す。コレクションを使える生活空間が欲しいと
いう要望でした。家が完成して家具が並べば当
然、スッキリ感はなくなりますが、お気に入りの
家具を並べた温かみのある生活感が出てきま
すよね。ゴチャゴチャしているというよりも、好
きな物に囲まれて自由に住んでいる幸せが伝
わってきます。
　そんな風に、置きたい家具や並べたい小物が
決まっている、そういう楽しみを持っている世
代が増えています。

保川　きれいに収納してしまうのではなく、見
せたいところは見せる。INITIAのコンセプト、
「フィーリング」と「メリハリ」のある住まいにも
共通する感覚ですね。INITIAの空間は、あらゆ
る感性を受け入れて、ものが多くても一体感が
あるような、「見せる楽しさ」を大切にしてい
ます。

記憶に残る「情景」を

保川　永山さんから見て、いわゆる大手マン
ションメーカーがつくる集合住宅で「もっとこう
だったらいいのに」と思うことはありますか?

永山　できるだけ“本物”の建材を使えるよう
になるといいですね。フローリングをプリント
合板ではなくて、無垢材……もし、無垢材の使
用が難しければ、厚突板にするとか。２～３ミリ
の厚みがあるだけで、足裏の肌触りが全く違い
ますし、生活するうちに出る経年変化にも温か
みが生まれます。「メンテナンスフリー」を謳い
文句にしているマンションも見かけますが、実
際には完全にメンテナンスフリーってあり得ま
せん。少なからず、住まいには手をかけていか
なくてはいけないもの。それならば、10年後に
自分たちの暮らしの跡として愛着を持てる素材
を選べれば、集合住宅にも個性が表れるかも
しれませんね。

保川　住まい方についてはいかがですか。永山
さんが設計する際にはどのような住まい方を提
案するのか興味があります。

永山　よく考えるのが、みんなで共有する住宅
ならではの「情景」みたいなものが、その場所
ごとにあればいいなということです。それは印
象的なシーンのようなものなのですが……。家
の中でも同じです。その家にしかない、特別な
景色をつくり出したいと思いながら設計してい
ます。以前設計した中庭のある家では、中庭に
大きな屋根がかかっていて、その屋根越しに空
が見えるという1つの景色が、家族が共有する

シーンになりました。子供の頃に見たそういう
景色って、いつまでも覚えているものですよね。

保川　そうですね。集合住宅としての効率でし
か見ていない部分を長いスパンで捉えて、10年
後にも愛せるような、子供の頃の記憶を大事に
できるような場所をつくってみたいですね。

永山　例えばベランダは、実はそれほど出て使
うことが多くありませんよね。だから思い切っ
て借景として、室内から見て感じの良い場所に
つくり上げるのはどうでしょうか。今いる場所
にとって印象的な空間となるならば、機能性以
上の有用性が生まれる。それが新しい住まい方
の1つだと思います。

永山祐子建築設計
「丘のあるいえ」
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大切なのは時間と空間の共有

保川　コスモスイニシアのメインブランド
「INITIA」では、住む人の時間の過ごし方に重
点を置いた新しい住宅づくりに取り組んでいま
す。集合住宅では決まりきった間取り図が住ま
いの価値を決めてしまいがちですが、そうでは
なく、どれだけ居心地良く、もっと自分たちの
感性に響くか。室内をフレキシブルにしたり、目
障りな“でっぱり”をなくしたり、住む人の自由
になる四角い空間を提案する「やさしいシカク
プロジェクト」も始めています。

永山　住宅にまつわる大切な部分を抽出して、
変えていこうとしていますね。マンション設計
で気になっていた部分にもアタックしていて。特
に収納を見直しているところがいいなと思い
ました。固定された収納は部屋のレイアウトを
制限するので、家族が共有できるものを1カ所
でまとめるような住み方は理にかなっていると、
私も常々感じています。

保川　それはリサーチでも評価が高かった点
です。“個”よりも“シェア”という考え方が強い
今の若い世代に支持されたのかもしれません。

永山　INITIAの住宅を選ぶ世代には小さな子
供を持つ若い家族も多いと思いますが、その世
代は特に、区切らず大きく見渡せる部屋を求め
ているようです。家族が互いに目の届く範囲で
過ごすことが重要になっている。私自身、幼い
子供がふたりいる4世代同居なので、日々の生
活ではいかに一緒にいられるか、ということを
実感しています。例えば、毎日一緒にご飯を食
べるというより、子供は先に夕食を済ませてし
まうけれど、その後に帰宅した父親は子供が寝
る支度をしている傍らで夕食をとりながら、そ
こにコミュニケーションが生まれるというよう
な。つまり、行為・行動よりも、時間と空間を共
有することが家族には大切なんです。その意味
で、INITIAが掲げる「オープン」というコンセプ
トは、空間が時間のズレや生活のズレをつない
でくれるものになりそうですね。これから重要
になるキーワードだと思います。

永山祐子／1975年東京生まれ。昭和女子大学生活美学科
卒業後、98～2002年青木淳建築計画事務所勤務。02年
永山祐子建築設計設立。06年～12年京都精華大学、昭和
女子大学、お茶の水女子大学、名古屋工業大学などで非
常勤講師を務める。主な作品に「LOUIS VUITTON 京都
大丸店」「丘のある家」「豊島横尾館」など。受賞多数。
http://www.yukonagayama.co.jp/

永山祐子建築設計「勝田台のいえ」
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この対談の続きは、コスモスイニシアのホームページをご覧
ください。 http://www.cosmos-direct.jp/project

永山祐子さん（左）とコスモスイニシア 商品企画担当の保川真由佳さん。


